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あいさつに立った松井公

平社長＝写真＝は、「安全は全員でつくるもの」と

強調した上で、「自らの安全だけでなく仲間の安全

にも責任を持ち、より良い職場環境を一丸となって

築いていこう」と呼びかけた。

　協力会である技高会の濵砂伸弘会長は、急ぐ・焦

る・怠るといったヒューマンエラーにつながる行動

の撲滅を要請。さらに、「事前準備を怠らず、適切

な時間配分の上で、現場進行することが災害ゼロに

つながる」と話し、安全・快適に働ける職場づくり

を求めた。来賓からは淀川労働基準監督署の久米川

晴民署長が祝辞を述べ、労働災害の根絶を訴えた。

　大会では優秀な安全成績を収めた協力会社を表彰

した他、淀川労働基準監督署の角田智紀安全衛生課

長が安全講話を実施。また参加者を代表して高松テ

クノサービス工事部の西島大希現場代理人が安全宣

言を行い、無事故無災害の実現を誓った。

■
今
、
見
な
い
と
も
う
見
れ
な
い
!?
・
浜
坂
道
路
Ⅱ
期

建
設
現
場
見
学
ツ
ア
ー　

11
月
１
日
／
兵
庫
県
豊
岡
土

木
事
務
所

　

土
木
工
事
現
場
や
土
木
施
設
を
見
学
・
体
験
し
て
、

建
設
業
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
ツ

ア
ー
を
開
催
。
見
学
場
所
は
建
設
工
事
が
進
む
浜
坂
道

路
Ⅱ
期
の
諸
寄
第
１
・
第
２
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
建
設
現

場
や
居
組
漁
港
、
余
部
鉄
橋
・
空
の
駅
。
募
集
対
象
は

但
馬
県
民
局
管
内
の
小
学
生
と
保
護
者
で
、
定
員
は
40

人
（
１
組
４
人
ま
で
、
保
護
者
は
１
人
以
上
）
。
参
加

費
は
１
人
２
０
０
０
円
。
昼
食
付
き
。

　

大
阪
建
設
専
門
業
安
全
協

力
会
連
合
会
（
山
路
秀
樹
会

長
）
は
９
月
18
日
に
開
い
た

安
全
研
修
会
で
、
２
０
２
５

年
度
の
安
全
優
良
者
と
し
て

会
員
企
業
の
協
力
会
社
の
職

長
14
人
を
表
彰
し
た
。
山
路

会
長
は
あ
い
さ
つ
で
、
例
年

よ
り
平
均
気
温
が
２
度
も
高

く
な
り
現
場
で
の
熱
中
症
発

生
件
数
が
増
え
て
い
る
こ
と

に
触
れ
、
「
６
月
に
労
働
安

全
規
則
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
熱
中
症
対
策
が
強
化
さ

れ
た
。
過
去
の
経
験
が
参
考

に
な
ら
な
い
状
況
で
な
の

で
、
よ
り
一
層
危
機
感
を
持

ち
、
熱
中
症
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
を
徹
底
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

表
彰
状
授
与
の
後
、
受
賞

者
を
代
表
し
、
加
門
組
の
仲

本
哲
也
氏
が
「
わ
が
身
、
協

力
者
の
身
を
守
る
こ
と
は
当

然
の
こ
と
で
あ
る
べ
き
。
私

た
ち
の
仲
間
か
ら
災
害
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
こ
れ
か
ら
も

全
力
を
尽
く
し
て
い
く
」
と

謝
辞
を
述
べ
た
。

　

安
全
優
良
者
は
次
の
通
り

（
敬
称
略
）
。

　

多
田
雄
一
（
本
山
建
設
工

業
）
▽
中
平
博
文
（
羽
衣

組
）
▽
坂
元
雄
一
（
田
村
工

業
）
▽
仲
本
哲
也
（
加
門

組
）
▽
木
原
貴
志
（
茜
建

設
）
▽
氏
林
和
樹
（
掛
谷
工

務
店
）
▽
大
西
泰
広
（
大
広

建
設
）
▽
高
橋
元
明
（
岡
本

山
路
秀
樹
会
長
が
あ
い

さ
つ

工
務
店
）
▽
中
村
優
（
麻
生

商
事
）
▽
冨
谷
高
広
（
ダ
イ

ワ
建
設
）
▽
服
部
一
男
（
池

内
工
業
）
▽
佐
藤
昌
大
（
北

口
工
務
店
）
▽
古
賀
耀
（
木

下
興
業
）
▽
佐
古
友
彰
（
原

田
工
業
）

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
電
線
の
な
い

街
づ
く
り
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
９
月
22
日
、
大
阪
市
内

で
全
国
技
術
委
員
会
を
開
い

た
＝
写
真
。
会
場
と
オ
ン
ラ

イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式

で
開
催
し
、
発
注
者
や
施
工

者
、
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
担
当

者
が
参
加
。
井
上
了
介
理
事

が
無
電
柱
化
製
品
の
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
に
向
け
て
「
Ｔ
―
25

か
ら
Ｔ
―
８
へ
は
可
能
か

？
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

　

井
上
理
事
は
、
狭
小
道
路

な
ど
に
従
来
の
電
線
共
同
溝

の
方
式
や
規
格
を
当
て
は
め

る
と
、
オ
ー
バ
ー
ス
ペ
ッ
ク

と
な
り
高
コ
ス
ト
化
に
つ
な

が
る
こ
と
を
指
摘
。
自
動
車

の
輪
荷
重
が
画
一
的
に
適
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
問
題
提

起
し
、
低
コ
ス
ト
化
を
実
現

す
る
た
め
に
は
「
収
納
さ
れ

る
電
線
機
器
の
機
能
を
担
保

し
つ
つ
、
強
度
な
ど
物
理
面

の
ス
ペ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
が
必
要

だ
」
と
説
明
し
た
。

　

狭
小
道
路
に
お
い
て
Ｔ
―

８
の
小
型
ボ
ッ
ク
ス
を
使
用

し
た
場
合
、
「
軽
量
化
に
よ

る
施
工
コ
ス
ト
や
運
搬
コ
ス

ト
の
低
減
が
可
能
」
で
あ
る

こ
と
を
解
説
。
そ
の
上
で
、

道
路
規
模
に
あ
っ
た
自
動
車

の
輪
荷
重
と
製
品
へ
の
荷
重

算
出
式
の
検
証
・
規
格
化
の

必
要
性
を
強
調
し
た
。

　

▽
兵
庫
県
尼
崎
市
＝
①
10

月
６
日
〜
11
月
20
日
②
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
で
登

録
後
、
申
請
書
類
な
ど
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
郵
送
③
新

規
④
２
０
２
６
年
４
月
１
日

〜
28
年
３
月
31
日
⑤
総
務
局

行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
契
約

課

　

長
谷
工
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
（
東
京
都
港
区
）
と
ス
パ

イ
ダ
ー
プ
ラ
ス
（
同
）
は
、

２
０
２
３
年
に
運
用
を
始
め

た
「
外
壁
タ
イ
ル
接
着
率
判

定
シ
ス
テ
ム
」
を
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
し
た
。
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
画
像
解
析
機
能
を
追

加
し
、
接
着
率
判
定
の
適
用

範
囲
を
拡
大
し
た
。

　

従
来
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
タ

イ
ル
と
接
着
剤
が
同
系
色
の

場
合
、
正
確
な
判
定
が
で
き

な
い
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
新

バ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
工
事
写
真

を
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
で
管
理

す
る
ク
ラ
ウ
ド
型
サ
ー
ビ
ス

「
Ａ
Ｉ
画
像
認
識
技
術
セ
グ

メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
」

を
採
用
。
ス
マ
ホ
で
タ
イ
ル

裏
面
を
撮
影
し
測
定
範
囲
を

指
定
す
る
こ
と
で
、
色
彩
に

関
係
な
く
接
着
率
の
算
出

と
均
等
な
接
着
か
ど
う
か
を

判
別
し
、
合
否
判
定
を
行

う
。

　

ま
た
従
来
バ
ー
ジ
ョ
ン
と

同
様
に
、
現
場
で
検
査
・
記

録
し
、
検
査
記
録
を
自
動
作

成
す
る
（
特
許
出
願
中
）
。

こ
れ
に
よ
り
外
壁
タ
イ
ル
の

検
査
業
務
時
間
を
約
65
％
削

減
す
る
と
い
う
。

　

今
後
は
同
シ
ス
テ
ム
を
販

　

大
阪
電
業
協
会
経
営
委
員

会
青
年
部
会
（
濱
田
優
紀

会
長
）
は
９
月
26
日
、
企
業

向
け
研
修
を
行
う
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
・
ラ
ボ
の
井
上

舞
氏
を
講
師
に
招
い
て
、
若

手
社
員
の
価
値
観
を
知
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど

に
つ
い
て
学
ん
だ
＝
写
真
。

　

冒
頭
、
上
部
組
織
で
あ
る

大
阪
電
業
協
会
経
営
委
員
会

の
佐
藤
守
良
委
員
長
は
、

「
建
設
業
は
若
年
層
の
離
職

率
の
高
さ
が
課
題
。
特
に
電

気
設
備
業
界
は
社
会
イ
ン
フ

ラ
整
備
の
一
翼
を
担
う
た

め
、
Ｄ
Ｘ
技
術
や
バ
ッ
ク
オ

フ
ィ
ス
を
活
用
し
た
働
き
方

改
革
を
進
め
、
よ
り
魅
力
的

な
業
界
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

続
け
て
「
本
日
は
将
来
を

担
う
若
手
社
員
と
中
堅
・
ベ

テ
ラ
ン
社
員
と
の
世
代
間

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
た
め
の
講
演
を
行
う
。

組
織
の
活
性
化
や
若
手
人
材

の
定
着
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
」
と
述
べ

た
。

　

研
修
会
で
井
上
氏
は
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
相
手
に
合
わ
せ
て
言
葉

を
選
ぶ
こ
と
が
重
要
」
「
立

場
が
上
の
人
の
言
葉
の
持

つ
意
味
は
重
く
な
る
。
言
葉

の
意
味
を
正
確
に
理
解
し
、

使
う
こ
と
で
説
得
力
が
生

ま
れ
る
」
な
ど
と
説
明
し

た
。

売
し
、
業
界
全
体
の
品
質
と

生
産
性
の
向
上
を
目
指
す
。

　

▽
兵
庫
県
川
西
市
＝
①
10

月
１
〜
31
日
②
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
資
料
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、
電
子
申
請
フ
ォ
ー
ム

で
資
料
提
出
③
追
加
④
２
０

２
６
年
１
月
１
日
〜
27
年
12

月
31
日
⑤
総
務
部
契
約
検
査

課

　

川
西
市
上
下
水
道
局
は
、

10
月
10
日
に
開
札
予
定
だ
っ

た
▽
前
川
雨
水
ポ
ン
プ
場
長

寿
命
化
工
事
（
地
下
燃
料
タ

ン
ク
）
（
補
第
６
工
区
）

（
単
第
１
２
工
区
）
の
入
札

を
取
り
止
め
た
。

専
安
連
が
安
全
研
修
会

職
長
14
人
を
表
彰

画
像
解
析

機
能
を
追
加

外
壁
タ
イ
ル
接
着

率
判
定
シ
ス
テ
ム

大阪電業協会青年部会が研修会

「コミュニケーションの極意」講演

無
電
柱
化
低

コ
ス
ト
へ
議
論

電
線
の
な
い
街
づ
く
り
支
援
Ｎ

▽
管
内
一
円
上
下
水
道
一
体

効
率
化
・
基
盤
強
化
推
進

（
加
速
化
対
策
）
業
務
委

託
管
内
一
円
京
都
府
Ｗ
Ｐ

Ｐ
Ｐ
導
入
可
能
性
調
査

（
詳
細
調
査
）
業
務
委
託

（
管
内
一
円
）

６
５
２
９
万

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ

予
８
１
３
５
万
２
千　

低

６
５
２
９
万

▽
令
和
７
年
度
河
川
施
設
等

点
検
業
務
委
託
（
京
都
、

乙
訓
、
山
城
北
、
山
城
南
、

南
丹
）（
京
技
７
河
調
第

１
号
）（
京
都
、
乙
訓
、

山
城
北
、
山
城
南
、
南
丹

土
木
事
務
所
管
内
一
円
）

１
１
２
９
万
９
千

望
月
測
量
設
計
事
務
所

予
１
４
４
０
万
５
千　

低

１
１
２
９
万
９
千

●
京
都
市

（
９
月
26
日
）

▽
路
面
下
空
洞
調
査
業
務
委
託

（
下
京
区
松
屋
町
他
地
内
）

１
３
４
８
万

国
際
航
業

予
１
３
４
８
万　

低
１
０

７
３
万
６
千

●
滋
賀
県

（
９
月
16
日
）

▽
令
和
７
年
度
第
51
号
総
合

教
育
セ
ン
タ
ー
空
調
設
備

改
修
工
事
（
野
洲
市
北
櫻

９
７
８
―
95
）

２
億
７
７
０
０
万

一
圓
テ
ク
ノ
ス

予
２
億
８
１
３
０
万　

調

２
億
５
８
７
９
万
６
千

（
９
月
19
日
）

▽
令
和
７
年
度
第
５
号
（
仮

称
）
第
二
大
津
合
同
庁
舎

新
築
給
排
水
衛
生
設
備
工

事
（
大
津
市
京
町
三
丁
目

２
２
６
―
１
）

１
億
５
２
５
２
万

山
本
管
工

予
１
億
５
４
４
０
万　

調

１
億
４
２
０
４
万
８
千

（
９
月
22
日
）

▽
令
和
７
年
度
第
Ｋ
18
―
２

号
百
瀬
川
補
助
河
川
総
合

流
域
防
災
工
事
（
高
島
市

マ
キ
ノ
町
沢
）

１
億
１
８
２
５
万
桑
原
組

予
１
億
２
９
５
０
万　

調

１
億
１
８
０
５
万

（
９
月
24
日
）

▽
令
和
７
年
度
第
Ｋ
21
Ｈ
―

42
号
日
野
川
広
域
河
川
改

修
工
事
（
近
江
八
幡
市
安

養
寺
町
）

１
億
９
９
２
９
万
７
千

三
東
工
業
社

予
２
億
１
８
４
８
万　

調

１
億
９
９
２
９
万
７
千

（
９
月
25
日
）

▽
令
和
７
年
度
第
Ｋ
Ｊ
11
―

１
４
３
号
竜
王
ラ
イ
ン
２

工
区
管
路
更
新
工
事
（
東

近
江
市
葛
巻
町
ほ
か
）

１
億
２
１
９
３
万
２
千

竜
王
興
産

予
１
億
３
３
７
５
万　

調

１
億
２
１
６
５
万
３
千

▽
令
和
７
年
度
第
Ｂ
４
５
１

―
２
号
相
谷
原
杣
線
（
紅

葉
橋
）
補
助
道
路
橋
梁
修

繕
工
事
（
東
近
江
市
永
源

寺
高
野
町
ほ
か
）

１
億
１
３
１
８
万
７
千

岸
本
工
業

予
１
億
２
５
９
４
万　

低

１
億
１
３
１
５
万
５
千

（
９
月
26
日
）

▽
令
和
７
年
度
第
11
号
滋
賀

県
水
産
試
験
場
本
館
等
土

質
調
査
業
務
（
彦
根
市
八

坂
町
）

２
２
７
９
万
２
千

新
洲

予
２
８
７
０
万　

低
２
２

７
９
万
２
千

●
奈
良
県

（
８
月
22
日
）

▽
一
級
河
川
布
留
川
北
流
橋

梁
詳
細
設
計
委
託
（
防
災

・
安
全
社
会
資
本
整
備
交

付
金
事
業
（
広
域
河
川
）

（
加
速
）
（
国
補
）
他
）

（
天
理
市
丹
波
市
町
）

１
８
８
７
万

日
本
イ
ン
シ
ー
ク

予
２
３
５
０
万　

設
２
３

５
０
万　

調
１
８
８
７
万

（
８
月
28
日
）

▽
主
要
地
方
道
奈
良
名
張
線

他
波
多
野
橋
他
橋
梁
補
修

設
計
委
託
（
道
路
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
事
業
（
地
方
道
橋

り
ょ
う
補
修
）
）
他
（
山

添
村
葛
尾
他
）

１
８
５
３
万

長
大

予
２
２
９
８
万　

設
２
２

９
８
万　

調
１
８
５
３
万

▽
主
要
地
方
道
奈
良
生
駒
線

富
雄
橋
（
下
り
）
他
橋
梁

補
修
設
計
委
託
（
道
路
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
（
地
方

道
橋
り
ょ
う
補
修
））（
奈

良
市
三
碓
７
丁
目
他
）

２
５
８
８
万

日
本
イ
ン
シ
ー
ク

予
３
２
１
４
万　

設
３
２

１
４
万　

調
２
５
８
８
万

（
９
月
８
日
）

▽
大
宇
陀
ポ
ン
プ
場
電
気
設

備
更
新
工
事
（
防
災
・
安

全
交
付
金
事
業
）
（
宇
陀

市
大
宇
陀
野
依
地
内
、
宇

陀
市
菟
田
野
別
所
地
内
、

宇
陀
市
榛
原
福
地
地
内
）

１
億
８
３
４
０
万

松
田
電
気
工
業

予
１
億
８
５
２
６
万
８
千　

設
１
億
８
５
２
６
万
８
千　

調
１
億
７
０
４
４
万
６
千

▽
樫
尾
谷
付
替
道
路
部
地
質

調
査
業
務
委
託
（
防
災
・

安
全
交
付
金
事
業
（
南
部

・
東
部
）
（
重
点
・
砂

防
）
）
（
吉
野
町
樫
尾
地

内
）

１
１
６
５
万リ

ソ
ス
フ
ェ
ア

予
１
５
４
０
万　

設
１
５

４
０
万　

調
１
１
６
５
万

（
９
月
10
日
）

▽
広
域
化
施
設
整
備
計
画
に

係
る
追
加
検
討
業
務
委
託

（
五
條
市
他
４
市
町
村
）

２
５
８
０
万

潮
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

予
３
２
１
６
万　

設
３
２

１
６
万　

低
２
５
８
０
万

●高松テクノサービ

ス大阪本店

（９月26日）

Ａ
Ｉ
画
像
認
識
技
術
を
採

用
し
接
着
率
を
判
定
す
る

帶刀 裕子
長方形


